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部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

（選 択
せんたく

と 決 定
けってい

・相 談
そうだん

支援
しえん

プロセス
ぷ ろ せ す

（程度
ていど

区分
くぶん

））議事
ぎ じ

要旨
ようし

（４月
がつ

） 

 

１． 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２３年
ねん

４ 月
がつ

２６日
にち

（火
か
）１３：４５～１７：００ 

 

２．場所
ばしょ

：厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

低 層 棟
ていそうとう

２ 階
かい

講 堂
こうどう

 

 

３．出 席 者
しゅっせきしゃ

 

      茨 木
いばらき

座 長
ざちょう

、門屋
かどや

副 座 長
ふくざちょう

、北野 副
きたのふく

座 長
ざちょう

、朝比奈
あさひな

委員
いいん

、小澤
おざわ

委員
いいん

、三
み

浦
うら

委員
いいん

 

 

４．議事
ぎ じ

要旨
ようし

 

座 長
ざちょう

より、これまでの経過
けいか

と今後
こんご

の進
すす

め方
かた

についての説 明
せつめい

があった。 

・4 月
がつ

25 日
にち

に、相 談
そうだん

支援
しえん

のあり方
かた

、協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

の仕組
し く

みについて自治体
じちたい

のヒアリング
ひ あ り ん ぐ

を実施
じっし

。  

・ 本 日
ほんじつ

は、以下
い か

について行
おこな

う。 

① 小澤
おざわ

委員
いいん

から「諸 外 国
しょがいこく

のニーズアセスメント
に ー ず あ せ す め ん と

の仕組
し く

み」について報 告
ほうこく

してい

ただく。 

② 厚 労 省
こうろうしょう

からのデータ
で ー た

を踏
ふ
まえ、現 状

げんじょう
の程度

ていど
区分
くぶん

による査定
さてい

を評
ひょう

価
か
する。 

③ ６月
がつ

の報 告 書
ほうこくしょ

のたたき台
だい

の 作 成
さくせい

について、役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

、日 程
にってい

を決
き
める。 

 

○ 諸 外 国
しょがいこく

のニーズアセスメント
に ー ず あ せ す め ん と

の仕組
し く

みについての 報 告
ほうこく

の 主
おも

な内 容
ないよう

は以下
い か

のとお

り。 

・ 諸 外 国
しょがいこく

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

は、２つの類 型
るいけい

に分
わ
けることができる。 

・ 公 平 性
こうへいせい

を 担
たん

保
ぽ
するために 全 国

ぜんこく
共 通
きょうつう

の指針
ししん

（ 手 帳
てちょう

、 障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

）により

サービス
さ ー び す

を受
う
ける第

だい
１類 型

るいけい
（独

どく
、仏
ふつ

、日
にち

）と、ソーシャルワーク
そ ー し ゃ る わ ー く

、チームアプローチ
ち ー む あ ぷ ろ ー ち

、

全 体
ぜんたい

を勘 案
かんあん

してプランニング
ぷ ら ん に ん ぐ

を行
おこな

う第
だい

２類 型
るいけい

（英
えい

、ｽｳｪｰﾃﾞﾝ、西オーストラリア
にしおーすとらりあ

）

がある。 

・日本
にほん

の介護
かいご

保険
ほけん

は、第
だい

１（公 平 性
こうへいせい

）と第
だい

２（ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

）の型
かた

を統
とう

合
ごう

し

たもの。 

・ 第
だい

２類 型
るいけい

は、行 政
ぎょうせい

のソーシャルワーク
そ ー し ゃ る わ ー く

機能
きのう

の力 量
りきりょう

が高
たか

くないと難
むずか

しい。 

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第
だい

14 回
かい
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・日本
にほん

はどちらを目指
め ざ

すか。 統 合 型
とうごうがた

を目指
め ざ

すか。 

 

○ 報 告
ほうこく

を受
う
けて、メンバ

め ん ば
ー
ー
の主

おも
な意見

いけん
や議論

ぎろん
は以下

い か
のとおり。 

・世 界 的
せかいてき

には第
だい

１類 型
るいけい

は尐
すく

なく、第
だい

２類 型
るいけい

が多
おお

い。 

・第
だい

１ 類 型
るいけい

の 国
くに

は全 国
ぜんこく

で 均 一 的
きんいつてき

。第
だい

２類 型
るいけい

は地方
ちほう

の裁 量 権
さいりょうけん

が強
つよ

い。地域
ちいき

格差
かくさ

を日本
にほん

ではどう判 断
はんだん

するか。 

・イギリス
い ぎ り す

は相 談
そうだん

と支 給
しきゅう

決 定
けってい

を同
おな

じ自治体
じちたい

の職 員
しょくいん

がオールマイティ
お ー る ま い て ぃ

でやってきて

いたが、支 給
しきゅう

決 定
けってい

は行 政
ぎょうせい

、相 談
そうだん

やプラン
ぷ ら ん

作 成
さくせい

は民 間
みんかん

機関
きかん

に変
か
わりつつある。 

・スウェーデン
す う ぇ ー で ん

は 分 権
ぶんけん

。LSS の介 助
かいじょ

ニーズ
に ー ず

が週
しゅう

２０時間
じかん

以内
いない

の場合
ばあい

はコミューン
こ み ゅ ー ん

が、

週
しゅう

２０時間
じかん

以 上
いじょう

の場合
ばあい

は国
くに

の査
さ

定 員
ていいん

が審査
しんさ

して支 給
しきゅう

決 定
けってい

を行
おこな

う。 

・日本
にほん

では一 定
いってい

部分
ぶぶん

を国
くに

がみて、越
こ
える部分

ぶぶん
を治体がみており、スウェーデン

す う ぇ ー で ん
とは逆

ぎゃく
。 

・スウェーデン
す う ぇ ー で ん

ではニーズ
に ー ず

が 今
いま

までの 水 準
すいじゅん

を超
こ
えるケース

け ー す
は自治体間

じちたいかん
や 国

くに
の 間

あいだ
で

情 報
じょうほう

共 有
きょうゆう

を 行
おこな

い 、 裁 判
さいばん

の 判 例
はんれい

の よ う に データ
で ー た

を 集 積
しゅうせき

し て 、

アセスメントツール
あ せ す め ん と つ ー る

としている。 

・スウェーデン
す う ぇ ー で ん

はコミューン
こ み ゅ ー ん

の裁 量 権
さいりょうけん

が大
おお

きく、地 方 税
ちほうぜい

のみで運 営
うんえい

しており、国
くに

の

ガイドライン
が い ど ら い ん

もない。日本
にほん

は国
くに

が１／２負担
ふたん

なので、ガイドライン
が い ど ら い ん

が必 要
ひつよう

だろう。 

・スウェーデン
す う ぇ ー で ん

などには、明 確
めいかく

な文 章 化
ぶんしょうか

したアセスメント
あ せ す め ん と

のマニュアル
ま に ゅ あ る

がない。 

・ 文 章 化
ぶんしょうか

したらソーシャルワーク
そ ー し ゃ る わ ー く

しなくなり、マニュアル
ま に ゅ あ る

に頼
たよ

ってしまうのではない

か。 

・イギリス
い ぎ り す

は、週
しゅう

に３００ポンド
ぽ ん ど

までアセスメントワーカ
あ せ す め ん と わ ー か

ー
ー
に裁 量 権

さいりょうけん
がある。 

・ドイツ
ど い つ

・オランダ
お ら ん だ

は、当 事 者
とうじしゃ

団 体
だんたい

などのインフォーマルサービス
い ん ふ ぉ ー ま る さ ー び す

が充 実
じゅうじつ

しているた

め、介護
かいご

保険
ほけん

は基礎的
きそてき

な介護
かいご

を担 当
たんとう

している。日本
にほん

では、このような支援
しえん

をいかに

拡 張
かくちょう

するかが課題
かだい

となる。 

・ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

などを実施
じっし

する 障 害 者
しょうがいしゃ

関 連
かんれん

団 体
だんたい

にお金
かね

がいく仕組
し く

みが 必 要
ひつよう

なの

ではないか。 

・自由
じゆう

な活 動
かつどう

は、規制
きせい

がない方
ほう

がよい。 

 

・ 行 政
ぎょうせい

のソーシャルワーク
そ ー し ゃ る わ ー く

をどう位置
い ち

づけるか。人 材
じんざい

をどうするか。 

・合 意 形
ごういけい

成 型
せいがた

が増
ふ
えており、行 政

ぎょうせい
主 導
しゅどう

は減
へ
ってきている。 
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・支 給
しきゅう

決 定
けってい

の仕組
し く

みでは、財 政
ざいせい

問 題
もんだい

が強
つよ

く出
で
る。国

くに
の経 済

けいざい
動 向
どうこう

に左右
さゆう

され

る。 

・ 現 在
げんざい

、区分
くぶん

とサービス量
さーびすりょう

がリンク
り ん く

していない。今後
こんご

の制度
せいど

設 計
せっけい

において 検 討
けんとう

が

必 要
ひつよう

。 

・区分
くぶん

とソーシャルワーカ
そ ー し ゃ る わ ー か

ー
ー

との整 合
せいごう

を図
はか

る場
ば
が 必 要

ひつよう
。 

・サービス
さ ー び す

の緊 急 性
きんきゅうせい

の 判 断
はんだん

をどうするか。区分
くぶん

と 何
なに

を 評
ひょう

価
か
して判 断

はんだん
するのか。

区分
くぶん

は固定
こてい

された状 態
じょうたい

での判 断
はんだん

になっている。 

・スウェーデン
す う ぇ ー で ん

は、障 害
しょうがい

のない人
ひと

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

との比較
ひかく

で支 給
しきゅう

決 定
けってい

をしている。 

・障 害
しょうがい

のない人
ひと

に近
ちか

づけるという方 向
ほうこう

で総 合
そうごう

福 祉 法
ふくしほう

も基 本 法
きほんほう

も議論
ぎろん

している。 

・ 第
だい

１類 型
るいけい

は、現 状
げんじょう

でやりやすい。ただし、区分
くぶん

の見直
みなお

しが不可欠
ふかけつ

。区分
くぶん

５・６で

重
おも

い人
ひと

はサービス
さ ー び す

の必 要 性
ひつようせい

が高
たか

いという突
つ
き合

あ
わせ作 業

さぎょう
が必 要

ひつよう
。第
だい

２類 型
るいけい

は、経 験
けいけん

のあるワーカ
わ ー か

ー
ー
が必 要

ひつよう
。 現 状

げんじょう
では基盤

きばん
が整

ととの
っていない。 

・西 宮 市
にしのみやし

では専 門
せんもん

職
しょく

ではなく、チーム
ち ー む

で合意
ごうい

を形 成
けいせい

して実施
じっし

している。事
じ

業 者
ぎょうしゃ

と当 事 者
とうじしゃ

、行 政
ぎょうせい

がガイドライン
が い ど ら い ん

を元
もと

に話
はな

し合
あ
い、ケースワーカ

け ー す わ ー か
ー
ー
会議
かいぎ

をやって決
き
め

ている。 

・西 宮 市
にしのみやし

は持続
じぞく

可能
かのう

なシステム
し す て む

を組
く
み込

こ
み、チーム

ち ー む
として質

しつ
を維持

い じ
。これには市

し
の思

おも

い、カルチャ
か る ち ゃ

ー
ー
、地域

ちいき
の 力

ちから
が必 要

ひつよう
。 

・ケースワーカ
け ー す わ ー か

ー
ー

会議
かいぎ

が 開
ひら

けない規模
き ぼ

の 市 町 村
しちょうそん

がある。 小
ちい

さい自治体
じちたい

でもやれる

方 法
ほうほう

を議論
ぎろん

する必 要
ひつよう

がある。 

・支 給
しきゅう

決 定
けってい

のポイント
ぽ い ん と

は、一 定
いってい

のライン
ら い ん

を越
こ
えるサービス

さ ー び す
の 必 要 性

ひつようせい
をどう 判 断

はんだん

するか。絞
しぼ

って議論
ぎろん

した 方
ほう

がよい。 

・ある市
し
では、ガイドライン

が い ど ら い ん
を越

こ
えたものは全

すべ
て審 査 会

しんさかい
に投

な
げている。もう尐

すこ
し判 断

はんだん

をしてもいいのではないかと思
おも

うが。 

・どういう 人
ひと

にどのように 支 給
しきゅう

決 定
けってい

をしたのか、 判 例
はんれい

のようにカテゴリー化
か て ご り ー か

が

近 道
ちかみち

。 

・ 西 宮
にしのみや

を含
ふく

めた 研 究
けんきゅう

が 必 要
ひつよう

。区分
くぶん

とのズレ
ず れ

を精査
せいさ

して、どうしてずれるのかをや

っていく作 業
さぎょう

工 程
こうてい

は分
わ
かりやすいが、時間

じかん
の問 題

もんだい
もある。 

・ガイドライン
が い ど ら い ん

などの具 体 的
ぐたいてき

な内 容
ないよう

は、試行
しこう

事 業
じぎょう

をやりながら検 討
けんとう

すべきと考
かんが

え

る。ここでは新
あたら

しい 支 給
しきゅう

決 定
けってい

の仕組
し く

みの方 向 性
ほうこうせい

を出
だ
す。 
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・ 新 法
しんぽう

施行
せこう

を１年
ねん

、２年後
ねんご

にする方 法
ほうほう

もある。内 容
ないよう

は高
たか

いものを出
だ
したい。 

・第
だい

２類 型
るいけい

をベース
べ ー す

にして、西 宮
にしのみや

などのやり方
かた

を普遍化
ふへんか

したい。ソーシャルワーク
そ ー し ゃ る わ ー く

、

調 査
ちょうさ

、相 談
そうだん

調 整
ちょうせい

の手続
てつづ

きの場
ば
を 通

とお
して持 続 的

じぞくてき
なものとしていく。区分

くぶん
の扱

あつか
い

は 参 考
さんこう

程度
ていど

。 

・PSW 協 会
きょうかい

の 資 料
しりょう

にあるとおり、現 行
げんこう

プロセス
ぷ ろ せ す

は廃
はい

止
し
し、相 談

そうだん
の中

なか
からニーズ

に ー ず
を

アセスメント
あ せ す め ん と

し支 給
しきゅう

決 定
けってい

する。自治体
じちたい

による先 行
せんこう

事例
じれい

を収 集
しゅうしゅう

しガイドライン
が い ど ら い ん

を

作
つく

るべき。 

 

○ 厚 労 省
こうろうしょう

が 提
てい

出
しゅつ

したデータ
で ー た

をもとに 現 在
げんざい

の程度
ていど

区分
くぶん

についての 評 価
ひょうか

の議論
ぎろん

は

以下
い か

のとおり 

・「 障 害
しょうがい

別
べつ

の区分
くぶん

の割 合
わりあい

」、「区分
くぶん

に 対
たい

する不服
ふふく

申 立
もうした

ての件 数
けんすう

と内 容
ないよう

」、「認 定
にんてい

審査
しんさ

全 般
ぜんぱん

にかかる費用
ひよう

に 関
かん

するデータ
で ー た

」については、厚 労 省
こうろうしょう

からの提 出
ていしゅつ

はなか

った。 

・区分
くぶん

は、１次
じ
と２次

じ
判 定
はんてい

で大 幅
おおはば

（知的
ちてき

で 4割
わり

、精 神
せいしん

で 5 割
わり

）に変
か
わっている。

統 計 的
とうけいてき

に妥当
だとう

な指 標
しひょう

とは言
い
えない。 

・都道府県
とどうふけん

別
べつ

の 障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

の割 合
わりあい

について、同
おな

じ指 標
しひょう

を使
つか

っていても自治体
じちたい

によって大
おお

きな差
さ
があり、この指 標

しひょう
をこのまま使

つか
い続

つづ
けていくことには、課題

かだい
があ

る。 

・ 信 頼 性
しんらいせい

を欠
か
いたものだというのは立 証 済

りっしょうず
みである。 

・区分
くぶん

３を中 心
ちゅうしん

に分布
ぶんぷ

するはずが、そうなっておらず人 為 的
じんいてき

操作
そうさ

が入
はい

っている。 

・区分
くぶん

は、どういう支 給 量
しきゅうりょう

とするかを判 断
はんだん

する仕組
し く

みになっていない。 

・ 一 定
いってい

の機能
きのう

障 害
しょうがい

をどう 量
はか

るのかの指 標
しひょう

が必 要
ひつよう

。 

・区分
くぶん

認 定
にんてい

にこれだけの時間
じかん

と労 力
ろうりょく

を使
つか

う必 要
ひつよう

があるのか。もっと、簡易
かんい

でいい

のでは。 

・介護
かいご

保険
ほけん

はもっとバラツキ
ば ら つ き

が尐
すく

ないのではないか。公 平 性
こうへいせい

もなく労苦
ろうく

が 多
おお

い。 

・区分
くぶん

非 該 当 者
ひがいとうしゃ

が多
おお

い自治体
じちたい

もある。住
す
んでいる自治体

じちたい
によってかなり違

ちが
うのではな

いか。 

・区分
くぶん

は、支 給 量
しきゅうりょう

の決 定
けってい

と 連 動
れんどう

しておらず、財 源
ざいげん

の根 拠
こんきょ

にもならない。 

・区分
くぶん

４でないと使
つか

えないサービス
さ ー び す

がある。程度
ていど

区分
くぶん

でガチガチ
が ち が ち

にする意味
い み

がない。 
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・ 現 状
げんじょう

で客 観 的
きゃくかんてき

なものさしではないのだから、別
べつ

のものさしを考
かんが

えても良
よ
い。 

・これは６人
にん

の合意
ごうい

ということでよいか。（全 員
ぜんいん

賛 同
さんどう

） 

・どういうものさしが必 要
ひつよう

かを打
う
ち出

だ
しておく必 要

ひつよう
がある。 

・西 宮 市
にしのみやし

と大 阪 市
おおさかし

は、介護
かいご

保険
ほけん

と支援費
しえんぴ

の児童
じどう

に係
かかわ

る簡 単
かんたん

なものさしがあり、こ

れに最 重 度
さいじゅうど

の項 目
こうもく

をプラスアルファ
ぷ ら す あ る ふ ぁ

してやっている。区分
くぶん

との 整 合 表
せいごうひょう

も作
つく

っ

ている。 

・程度
ていど

区分
くぶん

とは異
こと

なる指 標
しひょう

、例
たと

えば介護
かいご

保険
ほけん

の要介護度
ようかいごど

の上 限
じょうげん

額
がく

を障 害
しょうがい

で割
わ
り

戻
もど

して、月 々
つきづき

にいくら使
つか

えるのか、時 間 数
じかんすう

を決
き
めている市

し
もある。 

・大 雑 把
おおざっぱ

に、区分
くぶん

に 関 係
かんけい

なく何 時 間
なんじかん

という 上 限
じょうげん

の時 間 数
じかんすう

を持
も
っている市

し
もある。

それを超
こ
える場合

ばあい
には詳 細

しょうさい
な利用

りよう
計 画
けいかく

を立
た
てて提

てい
出

しゅつ
させるようにしている。 

・アセスメント
あ せ す め ん と

の仕組
し く

みを考
かんが

える際
さい

に、知的
ちてき

、精 神
せいしん

、身 体
しんたい

で共 通
きょうつう

項 目
こうもく

とそれぞ

れの特 有
とくゆう

項 目
こうもく

に分
わ
けるのか、統 一

とういつ
させるのか、ガイドライン

が い ど ら い ん
のまとめ方

かた
が気

き
にな

っている。 

・例
たと

えば軽度
けいど

、中 度
ちゅうど

、重 度
じゅうど

、最 重 度
さいじゅうど

の４区分
くぶん

で大
おお

まかな水 準
すいじゅん

を設
もう

け、一 定
いってい

のライン
ら い ん

を越
こ
える人

ひと
は協 議

きょうぎ
調 整
ちょうせい

で検 討
けんとう

するというのはどうか。 

・知的
ちてき

、精 神
せいしん

は、見守
みまも

りや待機
たいき

などのニーズ
に ー ず

も捉
とら

えるべき。 

・ 一 定
いってい

の時間
じかん

を超
こ
えるケース

け ー す
については、審査

しんさ
請 求
せいきゅう

やガイドライン
が い ど ら い ん

へ 反 映
はんえい

するか。

軽度
けいど

の方
かた

が、中 度
ちゅうど

、重 度
じゅうど

の支 給 量
しきゅうりょう

を要 望
ようぼう

したときには、協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

を行
おこな

う。 

・多
おお

くの人
ひと

が、協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

を全
すべ

ての方
かた

にやるというイメージ
い め ー じ

に不安
ふあん

がある。国
くに

で統
とう

一
いつ

したガイドライン
が い ど ら い ん

があれば安 心
あんしん

するし、公 平 性
こうへいせい

を保
たも

てる。 

・ 将 来 的
しょうらいてき

には相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

のソーシャルワーク
そ ー し ゃ る わ ー く

を高
たか

めることを目 標
もくひょう

にする。

その前 段
ぜんだん

では、アセスメント
あ せ す め ん と

やガイドライン
が い ど ら い ん

が必 要
ひつよう

。 

・国
くに

のガイドライン
が い ど ら い ん

にお金
かね

の問 題
もんだい

がついてくると、市 町 村
しちょうそん

が自由
じゆう

にできなくなって

しまう。 

・市 町 村
しちょうそん

が個々
こ こ

のケース
け ー す

に国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

との関 係
かんけい

でどの程度
ていど

支 給
しきゅう

しているかを

調
しら

べる価値
か ち

がある。 

・ 市 町 村
しちょうそん

が自由
じゆう

に 動
うご

ける仕組
し く

みを担保
たんぽ

してもらわないといけない。自治体
じちたい

は、国
くに

の

ライン
ら い ん

を越
こ
える部分

ぶぶん
はやらない。 

・障 害 者
しょうがいしゃ

への 相 談
そうだん

支援
しえん

は重 要
じゅうよう

。制度
せいど

として位置
い ち

づけることにより上
あ
げられる部分

ぶぶん
も
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ある。地域
ちいき

でも気兼
き が

ねなく一 定
いってい

のサービス
さ ー び す

を使
つか

える仕組
し く

みにすべき。 

・小 規 模
しょうきぼ

な自治体
じちたい

では、自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

がどう 動
うご

くかが 重 要
じゅうよう

。同
おな

じ 人 間
にんげん

が、

複 数
ふくすう

の会議
かいぎ

に出
で
ているような状 態

じょうたい
のところもあり、ほとんど意味

い み
がない場合

ばあい
もある。 

・ 行 政
ぎょうせい

も人 員
じんいん

削 減
さくげん

で余裕
よゆう

がない。 支 給
しきゅう

決 定
けってい

に関
かん

してももう一歩
いっぽ

シンプル
し ん ぷ る

にす

る 必 要
ひつよう

がある。 

・自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

も含
ふく

めて、全 体
ぜんたい

として 協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

の中
なか

で 動
うご

いていくことが描
えが

ければよい 

・サービス事
さ ー び す じ

業 者
ぎょうしゃ

もやる気
き
がなかったらやらない。そういう意味

い み
では自立

じりつ
支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の「育
そだ

てる」という役 割
やくわり

が大事
だいじ

。 

・利 用 者
りようしゃ

からの移動
いどう

支援
しえん

の 通 学
つうがく

や就 労
しゅうろう

も OKにするという要 望
ようぼう

を投
な
げかけた時

とき
に、

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

がストップ
す と っ ぷ

をかけることもある。サービス
さ ー び す

の抑 制
よくせい

要 因
よういん

は行 政
ぎょうせい

だけではな

い。 

・支 給
しきゅう

決 定
けってい

システム
し す て む

については、さらに議論
ぎろん

が必 要
ひつよう

なので次回
じかい

までにもう 1度
ど
議論
ぎろん

をする。 

 

○ 報 告 書
ほうこくしょ

の作 成
さくせい

についてのスケジュール
す け じ ゅ ー る

調 整
ちょうせい

を 行
おこな

った。 

・ 厚 労 省
こうろうしょう

は基幹
きかん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの枠組
わくぐ

みを６ 月
がつ

には示
しめ

すと言
い
っていたが、もう

尐
すこ

し事前
じぜん

に我 々
われわれ

に教
おし

えてもらうことは可能
かのう

か。 

・ 我 々
われわれ

に事前
じぜん

に教
おし

えてもらわないと困
こま

る。現場
げんば

が困
こま

らないようにしてほしい。 

・基幹
きかん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーについて、厚 労 省
こうろうしょう

に作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

として 説 明
せつめい

を求
もと

めるこ

ととする。 

・ 報 告 書
ほうこくしょ

素案
そあん

の各 々
おのおの

の 役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

部分
ぶぶん

について、後日
ごじつ

連 絡
れんらく

する。 

・５月
がつ

１７日
にち

、５月
がつ

３０ 日
にち

に、内 容
ないよう

について意見
いけん

調 整
ちょうせい

をする。 

以 上
いじょう

 

 


